
資料４

米の産地品種銘柄の見直しに係る

生 産 ・ 実 需 等 関 係 者 の 意 見

① 生産者：酒田女鶴部会

② 実需者：木徳神糧株式会社

③ 登録検査機関：有限責任中間法人 新潟県農産物検査協会

④ 登録検査機関：有限会社 東北穀物検査協会
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１ 生産状況

名 称 酒田女鶴部会（部会会員：生産者１４名）

所 在 地 山形県酒田市藤塚字元和里５３－１

経 営 規 模 水田：４，０００ａ 畑作：１，５００ａ

検査受検数量 （平成１９年産（１２月末現在））

品種名 生産量 受検数量

うるち米： 3,620ａ（品種：はえぬき 144,600 ㎏ 144,600 ㎏）

（品種：つくばＳＤ１号 65,340 ㎏ 65,340 ㎏）

もち米 ： 380ａ（品種：酒田女鶴 15,960 ㎏ 5,460 ㎏）

醸造用米： 0ａ（品種： ㎏ ㎏）

２ 検査の受検及び販売方法

少 量 品 種 を ○ 改良品種「酒田女鶴」は、古来より山形県酒田市に伝わるもち

生産する理由 米「女鶴」の特性を受け継ぎ、希に見る美味しいもち米として地

域食文化の宝となっている。この美味しさを全国の消費者に届け

て、特産品化を図り、地域農業の活性化に繋げたいため。

検 査 の ○ 登録検査機関 庄内みどり農業協同組合の検査員により受検。

受 検 方 法

販 売 方 法 ○ 酒田女鶴部会と庄内みどり農業協同組合が連携した直接販売及

び部会員による直接販売。

○ 庄内みどり農業協同組合と協力して、機能的な販売ライン（検

査・貯蔵・注文・出荷）を確立し、安全安心で高品質な酒田女鶴

の供給に努めている。



- 2 -

１ 企業概要

名 称 木徳神糧株式会社

所 在 地 東京都江戸川区西瑞江２－１４－６

企 業 概 要 事業内容：米穀事業、飼料事業、海外事業、コメ加工食品事業

代 表 者：代表取締役社長 平山 惇

資 本 金：５億２９５０万円

年 商：平成１９年１２月期 ７７４億円

従業員数：平成１９年１２月現在 １５４名

事 業 所：東北支店（仙台工場）、関西支店（滋賀工場）、

桶川工場（埼玉）、本牧工場（横浜）、新潟工場

国内の

別会社：木徳九州㈱（福岡工場）、備前食糧㈱（岡山工場）

２ 米穀の取扱状況

米 穀 の ２９１，０００トン

年 間 取 扱 高

米 穀 の ○自社工場で製品にする割合 ６．３割

販 売 状 況 一般販売向け ５．６割

業 務 用 向 け ４．４割

○玄米販売 ３．７割

産地品種銘柄 ○産地品種銘柄仕入数 ８９銘柄

別 取 扱 状 況

未検査米、 ○自社工場製品のうち

非銘柄米 産地品種銘柄表示を行っている銘柄数 ４３銘柄

含む 一般販売向け ２５銘柄

業務用向け ２５銘柄

○玄米販売の産地品種銘柄数 ８０銘柄
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１ 登録検査機関の概要

名 称 有限責任中間法人 新潟県農産物検査協会

所 在 地 新潟県新潟市中央区東中通１番町８６番地

農産物検査を ○もみ、玄米 ○小麦、大麦、はだか麦

行う農産物の ○大豆 ○そば

種類

種 類 別 （平成１９年産（１２月末現在））

年間検査数量 ○水稲うるち玄米 358,270トン

産地品種銘柄数 １８銘柄、356,708トン

非銘柄検査数量 1,562トン

○水稲もち玄米 18,330トン

産地品種銘柄数 ２銘柄、 18,110トン

非銘柄検査数量 220トン

○醸造用玄米 11,520トン

産地品種銘柄数 ９銘柄、 11,422トン

非銘柄検査数量 98トン

２ 産地品種銘柄検査のための農産物検査員の技術修得の取組状況

種類別産地品 ○ 協会指導員により従たる事務所から検査時及び検査終了後に鑑

種銘柄の鑑定 定用試料作成用に米を採取。

用試料の確保 ○ 確保した米を用い鑑定用試料として作成。

検査員の鑑定 ○ 協会指導員により担当地区の検査員を指導。

技 術 修 得 の ○ 地区別に研修会(米・大豆・麦・そば)を実施。

負 担 等 状 況 ○ 各ＪＡ等でも指導員を雇用し、検査員へ技術指導を実施。

○ 図解・写真入りハンドブックを作成し検査員に配布活用。

○ 鑑定競技会開催による技術錬磨。

○ 格付審査会を実施。

○ 各ＪＡ等の鑑定技術修得研修に対し、協会が支援。

検 査 員 の ○ 生産者毎に品種別契約数量を把握した検査の実施。

検査対応状況 ○ 種類別・銘柄ごとの検査の実施。

○ 複数検査員による検査の実施。

○ 協会指導員による巡回指導の実施。
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１ 登録検査機関の概要

名 称 有限会社 東北穀物検査協会

所 在 地 宮城県登米市南方町原１０番地の１

農産物検査を ○玄米

行う農産物の ○小麦・大麦

種類 ○大豆

種 類 別 （平成１９年産（１２月末現在））

年間検査数量 ○水稲うるち玄米 １，３７６トン

（産地品種銘柄数 ８銘柄、非銘柄検査数量 ６トン）

○水稲もち玄米 １８トン

（産地品種銘柄数 ２銘柄、非銘柄検査数量 ５トン）

○醸造用玄米 ０トン

（産地品種銘柄数 ０銘柄、非銘柄検査数量 ０トン）

２ 産地品種銘柄検査のための農産物検査員の技術修得の取組状況

種類別産地品 ○ 銘柄の鑑定資料については、宮城県原種苗センターより確保し

種銘柄の鑑定 ている。

用試料の確保 ○ 限界基準品は、当該登録検査機関自ら確保している。

検査員の鑑定 ○ 地方農政局の研修会に参加し、鑑定技術の修得に努めている。

技 術 修 得 の （６回／年）

負 担 等 状 況 ○ 登録検査機関の研修会を実施することにより、当該登録検査機

関の農産物検査員の鑑定技術の修得に努めている。（５回／年）

検査員の検査 ○ 複数検査員による検査を実施している。

対 応 状 況


